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山
田 

   
 

 
 

 
 

  

新
年
度
を
迎
え
て 

 

大
代
ま
ち
づ
く
り 

セ
ン
タ
ー
長 
佐
藤
哲
朗 

 

新
年
度
が
始
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
長
を
継
続
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
４
月
に
国
の
介
護
保
険
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
は
、
「
軽
度
要
介
護
者(

要
支
援
１
〜

２)

向
け
サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
へ
移
管
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
の
は
、
要
介
護
者
向
け
の
「
介

護
給
付
」
と
、
要
支
援
者
向
け
の
「
予
防
給

付
」
に
分
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
「
予
防
給

付
」
か
ら
「
訪
問
介
護
」
と
「
通
所
介
護
」

を
市
町
村
に
移
管
す
る
と
い
う
の
が
今
回
の

改
正
の
内
容
で
す
。
今
ま
で
は
国
の
管
理
の

元
に
全
国
ど
こ
で
も
ほ
ぼ
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
各
市
町
村
独

自
の
基
準
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
“
地
域
間
格
差
”
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
３
月
８
日
、
ま
ち
セ
ン
で
健

康
福
祉
部
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
森
井
室
長
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
大
田
市
で
は
市
内
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
単
位
で
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
新
た

な
受
け
皿
に
な
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
」
と
し
て
集
い
の
場
づ
く
り
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
平
成

28
年
度
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
７
か
所
程
度
、
29
年
度
か
ら
は
全

市
内
で
実
施
予
定
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
説
明
で
は
不
明
な
点
が
多
々
あ
り

大
代
町
と
し
て
モ
デ
ル
事
業
は
不
参
加
と
し

ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
介
護
保
険
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
国
の
財
源
で
行
わ
れ
た
事
業
で
あ
り
、

た
と
え
予
算
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
打
ち

切
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
こ
れ
が
市
町
村
の
管
理
下
に
な
る
と
、

予
算
が
尽
き
れ
ば
そ
の
事
業
は
打
ち
切
り
と

な
る
か
、
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
利
用
料
の
値

上
等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

先
を
見
据
え
た
継
続
を
考
え
、
市
当
局
と

予
算
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
確
保
・
実
施

場
所
・
活
動
内
容
・
開
催
頻
度(

毎
週
一
回
程

度)

・
利
用
料
金
・
利
用
者
の
調
査
・
送
迎
等
、

種
々
協
議
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

高
齢
化
率
市
内
最
高
の
大
代
町
で
こ
の
事

業
を
行
う
に
は
、
大
代
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
・
民
生
児
童
委
員
・
現
在
活
動
中
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
自
治
会
長
、
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
オ
ー
ル
大
代
で
取
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

満
開
の
桜
の
中
を
ウ
ォ
ー
ク 

下
市 

森 

孝
枝 

 

桜
が
き
れ
い
に
咲
い
た
４
月
９
日
（
土
）

健
康
ウ
オ
ー
ク
サ
ロ
ン
で
温
泉
津
町
井
田
の

涅
槃
寺
へ
向
け
て
出
発
で
す
。 

こ
の
日
限
定
の
、
見
ご
ろ
の
桜
や
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
椿
等
の
花
が
咲
き
乱
れ
た
、
無

人
の
涅
槃
寺
に
到
着
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
裏

手
の
山
に
あ
る
「
桂
の
大
木
」
を
見
に
地
元

住
民
手
作
り
の
階
段
１
３
６
段
を
上
り
ま
し
た
。 

横
に
は
小
さ
な
小
川
が
流
れ
て
い
て
、
す
て

 

ひ
ろ
ば
大
代 
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き
な
風
景
で
す
。
途
中
、
熊
手
を
持
っ
た
地

元
の
方
が
３
名
、
階
段
に
た
ま
っ
た
枯
れ
た

杉
の
枝
を
掃
除
中
で
、
訪
れ
た
私
達
を
歓
迎

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

階
段
を
あ
が
っ
て
行
っ
た
「
桂
の
木
」
は

高
さ
が
32
ｍ
、
一
本
か
ら
出
た
幹
の
本
数
は

16
本
と
か
。
周
り
に
は
森
独
特
の
き
れ
い
な

空
気
と
小
川
が
流
れ
て
い
て
最
高
で
し
た
。 

戻
っ
て
周
辺
を
散
策
し
、
花
火
椿
の
品
種

を
見
て
、
下
に
散
っ
た
赤
い
花
弁
が
ま
さ
に

花
火
の
様
で
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。 

「
夏
に
来
た
ら
涼
し
い
で
す
よ
。
ホ
タ
ル
も

い
ま
す
よ
。
」
と
か
。
皆
さ
ん
楽
し
く
一
緒

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

            

 

関
西
高
山
会
総
会
出
席
者
募
集 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
代
高
山
会 

 

第

25
回
関
西
高
山
会
総
会
は
大
江
高
山

神
楽
社
中
参
加
の
も
と
、
６
月

12
日(

日)

11

時
か
ら
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
。 

神
楽
社
中
が
大
型
バ
ス
を
貸
切
り
、
座
席

に
余
裕
が
あ
る
為
、
一
般
町
民
10
名
を
募
集

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

記 

・
11
日(

土)

午
前
９
時(

予
定)

大
代
町
出
発
、 

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
宿
泊 

・
12
日(

日)

公
演
後
、
午
後
４
時

30
分
大
阪

出
発
、
午
後
11
時
30
分
大
代
町
着(

予
定) 

 

・
費
用
は
食
事
代
・
宿
泊
料
９
千
円(

朝
食
込)

を
自
己
負
担
に
て
お
願
い
し
ま
す
。 

・
参
加
者
は
５
月
10
日
ま
で
に
は
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。 

・
先
着

10
名
に
て
締
め
切
り
と
し
ま
す
。 

     

 

～
よ
ろ
し
く 

 
 

 
 

 

お
願
い
致
し
ま
す
～ 

新
年
度
人
事
・ 

役
員
交
替
（
敬
称
略
） 

 

▼ 

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

 
 

 

下
市 

佐
藤
哲
朗 

職
員 

 
 

 
 

上
市 

横
田
美
恵
子 

職
員 

 
 

 

椿 
 

槿
原
敏
子 

▼
自
治
会
連
合
会
会
長 

下
市 

森 

守 

副
会
長 

 

上
飯
谷 

下
垣
公
人

副
会
長 

 
 

 

山
田 

泉 

朋
記 

 
 

 
 

 

監
事 

 

四
日
市 

竹
島 

修 

 
 

 
 

 

監
事 

 

下
飯
谷 

森
脇
東
照 

▼
三
中
後
援
会
副
会
長 

下
市 

森 

守 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

監
事 

 
 

本
郷 

日
向
高
弘 

理
事 

 
 

右
原 

渡
利
忠
正 

理
事 

 
 

下
谷 

竹
間
政
親

理
事 

 
 

椿 
 

花
田
正
寛 

理
事 

 
 

 
 

柿
田 

 

山
下
テ
ル
子 

▼
交
通
安
全
対
策
協
議
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 

上
市 

葛
原
達
雄 

 
 

 
 

 

副
会
長 

 

植
松 

笠
井
利
雄 

副
会
長 

 

平 
 

曽
根 

勇 

副
会
長 

八
反
田 

林 

正
彦 

「桂の木」前にて  
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▼
大
代
寿
会 

会
長 

 
 

本
郷 

日
向 

良 

副
会
長 

 

右
原 

斎
藤
正
治 

副
会
長 

 
 

下
谷 

 

船
木
佐
津
江 

▼ 

大
代
婦
人
会 

会
長 

 
 

 

下
市 

佐
藤
京
子 

副
会
長 

 
 

右
原 

 

渡
利
マ
サ
コ 

Ｊ
Ａ
女
性
部
部
長 
八
反
田 

竹
間
初
美 

▼
大
代
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 

下
飯
谷 
高
村 

清 

 
 

 
 

 

副
会
長 

四
日
市 
谷
口
陽
子 

役
員 

 
 

 
 

弓
久 

大
場
清
志 

 
 

 
 

 
 

役
員 

 
 

 
 

川
上 

鈩 

敏
幸 

▼
大
代
町
体
育
協
会 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 
 

 

右
原 

斎
藤
和
憲 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

八
反
田 

茶
円
武
志 

▼
大
代
町
交
通
安
全
協
議
会 

 
 

 
 

会
長 

 
 

 

川
上 

鈩 

敏
幸 

 
 

 
 

副
会
長 

四
日
市 

 

谷
口 

浩 

▼ 

大
代
交
通
安
全
指
導
員 下

市 

森 

孝
枝 

     

＝
学
校
関
係
＝ 

◎
転
出 

 

▼
大
田
市
立
高
山
小
学
校
か
ら 

教
諭 

加
藤
祐
治 

辞
職 

教
諭 

土
肥
直
美 

大
田
市
立
川
合
小
へ 

講
師 

星
野
真
由
美 

退
任 

校
務
技
能
員 

三
代
泰
行 

 

退
任 

▼
大
田
市
立
第
三
中
学
校
か
ら 

教
頭 

曽
田
和
彦 

 

大
田
市
立
第
二
中
へ

教
諭 

小
谷
明
浩 

 

大
田
市
立
第
一
中
へ 

講
師 

井
上
翔
太 

県
立
松
江
養
護
学
校
へ 

講
師 

堀
江
真
由 

益
田
市
立
益
田
東
中
へ 

主
事 

坂
根
ミ
ユ
キ 

大
田
市
立
鳥
井
小
へ 

 
◎
転
入 

▼
大
田
市
立
高
山
小
学
校
へ 

教
諭 
中
島
麗
子 

大
田
市
立
仁
摩
小
よ
り 

教
諭 

林 
知
洋 

江
津
市
立
高
角
小
よ
り 

校
務
技
能
員 
西
村
誠
二 

大
田
市
立 

北
三
瓶
小
・
中
よ
り 

▼
大
田
市
立
第
三
中
学
校
へ 

教
頭 

高
橋
英
二 

江
津
市
立
青
陵
中
よ
り 

教
諭 

 

花
田
喜
信 

出
雲
市
立
浜
山
中
よ
り 

教
諭 

曽
田
牧
子 

大
田
市
立
第
一
中
よ
り 

講
師 

藤
間
大
輔 

採
用 

主
任 

知
野
美
愛 

大
田
市
立
静
間
小
よ
り 

 
 

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡ 

◆
抜
粋
シ
リ
ー
ズ
②
◆ 

＊
「
ひ
ろ
ば
大
代
」
56

年
４
月
号
よ
り 

 

農
繁
期
の
健
康
に
つ
い
て 

上
市 

岡 

医
院 

 

農
繁
期
の
健
康
と
い
う
命
題
だ
が
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
は
助
言
位
で
、
お
許
し
を
願

う
よ
り
外
な
い
。 

誰
で
も
ム
リ
な
体
動
で
健
康
を
そ
こ
な
う
の

は
当
然
で
、
適
当
な
休
養
と
栄
養
と
反
対
体

動
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
屈
位
の
農
夫
（
婦
）
肢
位
か
ら
、
後
弓
的

伸
展
位
（
背
を
伸
ば
す
こ
と
）
。 

高
血
圧
の
低
塩
食
か
ら
、
過
動
期
間
は
、

血
圧
等
見
守
り
つ
つ
の
中
塩
食
摂
取
。 

血
行
促
進
的
医
療
や
、
入
浴
。
健
康
管
理

で
外
傷
へ
の
配
慮
も
つ
け
加
え
た
く
、
そ
の

他
に
は
睡
眠
と
神
経
の
休
養
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

 

稲
作
五
十
年
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

植
松 

山
根
正
義 

私
は
稲
作
を
始
め
て
五
十
年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、
昨
年
の
よ
う
な
不
順
な
天
気
は
初

め
て
で
す
。 

 



4 

 

何
十
年
作
り
ま
し
て
も
毎
年
毎
年
が
一
年

生
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
健
康
な
る
稲

作
は
籾
種
の
消
毒
か
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
は
雨
の
た
め
追
肥
で
失
敗
し
ま
し
た

の
で
、
今
年
は
元
肥
は
少
な
く
し
て
、
稲
の

出
来
具
合
や
天
気
を
見
な
が
ら
、
追
肥
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

農
薬
は
少
な
く
使
っ
て
、
よ
い
稲
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

畜
産
農
家
を
め
ざ
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

椿 

縄
手
和
雄 

 

畜
産
に
意
欲
を
燃
や
す
我
々
に
と
っ
て
、

最
近
の
牛
の
受
胎
率
の
低
下
は
問
題
で
す
。 

 

こ
れ
は
自
然
の
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
が
原
因
で
、

あ
る
程
度
必
要
な
運
動
を
さ
せ
、
充
分
な
手

入
れ
を
施
す
こ
と
が
良
質
牛
の
飼
育
の
基
礎

で
す
。 

 

今
日
島
根
牛
の
価
値
も
幸
い
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
濃
厚
飼
料
の
値
上
が
り
に
対
し
て

は
、
草
地
を
確
保
し
、
栄
養
価
の
高
い
自
給

飼
料
で
賄
う
等
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
立

派
な
繁
殖
牛
を
飼
育
し
、
屈
指
の
畜
産
農
家

と
し
て
、
確
固
た
る
自
信
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。
そ
れ
に
は
努
力
と
研
究
を
続
け
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

野
菜
生
産
組
合
の
一
員
と
し
て 

 
 

 
 

 
 

 

八
反
田 

中
島
つ
る
子 

桜
の
花
も
咲
き
農
家
も
忙
し
い
時
期
と
な

り
毎
日
ご
苦
労
様
で
す
。 

 

昨
年
は
冷
害
に
見
舞
わ
れ
、
野
菜
も
思
う

様
に
出
来
な
か
っ
た
が
、
挫
け
ず
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

里
芋
の
栽
培
出
荷
も
三
年
目
と
な
り
、
今

年
も
野
菜
作
り
が
皆
さ
ん
と
一
緒
に
出
来
る

事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
一
人
の
力
は
小
さ

く
て
も
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
大
き
な
輪
に

広
が
り
、
そ
し
て
新
し
い
農
村
に
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
県
外
に
出
て
い
る
若
者
達
が
早
く
こ
の
大

代
に
帰
っ
て
、
共
に
豊
か
な
生
活
を
喜
び
合

う
、
そ
ん
な
郷
土
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡ 

 =

俳
句
＝ 

 

あ
す
な
ろ
句
会 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

椿 
 

柿
丸
寿
枝 

山
烟
る 

芽
吹
き
の
雨
と 
溶
け
合
ひ
て 

瀬
に
は
瀬
に 

淵
に
は
淵
に 
春
の
水 

椿 
 

花
田
時
子 

峡
深
し 

イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ 

乱
れ
咲
く 

百 も
も

千
鳥

ち

ど

り 

峡
の
一
日
の 

楽
し
さ
よ 

八
反
田 

森 

信
子 

廃
校
の 

桜
吹
雪
に 

一
人
佇 た

つ 

咲
き
ほ
こ
り 

夜
半
の
嵐
に 

散
る
桜 

下
市 

今
田
文
子 

 

満
開
の 

寺 じ

苑 え
ん

の
桜
や 

夕
の
鐘 

 

鍬
杖
に 

し
ば
し

佇
た
た
ず

み 

花
を
見
る 

川
上 

岩
田
律
枝 

野
良
仕
事 

出
来
る
仕
合
せ 

花
曇 

満
開
の 

連
翹

れ
ん
ぎ
ょ
う

狭
庭
を 

明
る
う
す 

※
百
千
鳥
＝
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
鳥
の
こ
と 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 

＊ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

▼
15
日
（
日
）
福
祉
弁
当 

川
上
支
部 

▼
17
日
（
火
）
さ
く
ら
ん
ぼ
教
室 

▼
23
日
（
月
）
連
合
自
治
会 

▼

29
日
（
日
）
婦
人
会
日
帰
り
旅
行 

 

＝
お 

知 

ら 

せ
＝ 

★
大
代
地
区
社
協
よ
り 

 
 

 
 

 

椿 
 
 

槿
原 

正 

様
か
ら 

 
 

 
 

 

本
郷 

島
田
ト
モ
エ
様
か
ら 

香
典
返
し
に
か
え
御
厚
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

５
月
行
事
予
定 


